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東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
支
援

県
議
会
議
員
選
挙

　

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙
が
４
月

10
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
即
日
開

票
の
結
果
、
現
職
の
永
田
秀
一
さ

ん
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
谷
さ
ん
は
、「
避
難
所
で
は
、

余
震
な
ど
の
影
響
で
寝
不
足
に
陥

る
人
が
多
く
、ま
た
食
事
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
て
い
な
い
た
め
、高
血
圧

や
糖
尿
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
の
悪

化
が
心
配
で
す
」と
話
し
ま
す
。前

田
さ
ん
は
、「
家
庭
訪
問
で
は
、ス

ト
レ
ス
を
溜
め
込
ん
で
い
る
人
が

多
い
の
で
、被
災
者
の
相
談
相
手
に

な
る
こ
と
は
大
切
で
す
。し
か
し
、

目
の
前
で
人
が
津
波
で
流
さ
れ
て

い
る
人
も
い
ま
す
。相
談
す
る
中

で
、悲
し
い
出
来
事
を
思
い
出
さ

せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
対

応
が
難
し
か
っ
た
」と
言
い
ま
す
。

　

市
で
は
、今
後
も
被
災
地
の
支

援
を
続
け
て
い
き
た
い
と
し
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
に
４
月
４
日
〜
８
日
の
５
日

間
、
保
健
師
・
西
谷
由
佳
係
長

と
前
田
多
江
主
査
を
派
遣
し
ま
し

た
。
活
動
を
終
え
４
月
11
日
、
市

役
所
中
央
庁
舎
で
中
田
市
長
に
報

告
。
中
田
市
長
は
「
大
き
な
被
害

を
受
け
た
被
災
地
に
出
向
き
、
非

常
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
く

れ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

２
人
が
行
っ
た
地
区
は
、津
波

で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
仙
台

▲開票作業を行う市職員

三
洋
エ
ナ
ジ
ー
南
淡
㈱

消
防
庁
か
ら
消
防
団
協
力
事
業
所
に
認
定

　

東
北
、関
東
地
方
を
中
心
に
日
本

の
歴
史
上
最
大
と
い
わ
れ
る
大
地
震

及
び
大
津
波
が
発
生
し
、想
像
を
絶

す
る
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

そ
の
悲
惨
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、涙

す
る
光
景
が
目
に
焼
き
つ
い
て
お
り

ま
す
。被
災
地
の
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
方
々
に
衷

心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。       

　

阪
神
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
私

た
ち
南
あ
わ
じ
市
民
に
と
っ
て
の
防

災
対
策
は
命
を
守
る
対
策
と
し
て
非

常
に
重
要
で
す
。想
定
外
や
想
像
以
上

と
い
う
言
葉
が
飛
び
交
い
、未
だ
行
方

不
明
者
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

市
役
所
職
員
が
被
災
し
災
害
対
策
本

部
が
機
能
せ
ず
、庁
舎
そ
の
も
の
が
被

害
に
あ
い
住
民
基
本
台
帳
が
消
失
す

る
な
ど
、市
民
の
安
否
確
認
さ
え
困

難
な
基
礎
自
治
体
も
あ
り
ま
し
た
。

　

東
南
海
・
南
海
地
震
が
30
年
以
内

に
60
％
〜
70
％
の
確
率
で
発
生
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。合
併
後
、ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
網
に
よ
る
宅
内
告
知
放

送
及
び
１
１
２
か
所
の
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
・
サ
イ
レ
ン
、屋
外
監
視
カ
メ
ラ
、

沼
島
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、小
中
学
校
耐
震

化
１
０
０
％
、保
育
所
の
耐
震
化
、備

蓄
食
糧
や
資
機
材
の
整
備
な
ど
、多

種
多
様
で
巨
額
の
投
資
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。し
か
し
、ハ
ー
ド
事
業
に

は
限
界
が
あ
り
、最
終
的
に
は
市
民
一

人
ひ
と
り
の
心
構
え
が
大
切
で
す
。

　
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
。
家

族
の
命
は
家
族
で
守
る
。
地
域
の
命

は
地
域
で
守
る
。」
を
基
本
理
念
と

し
、
個
人
、
家
庭
、
地
域
が
防
災
意

識
を
高
く
持
っ
て
い
た
だ
き
、
災
害

発
生
時
に
は
迅
速
に
対
応
し
避
難
す

▲市長に地図で示しながら活動報告をす
る西谷さん（左）と前田さん（右）

市
の
若
林
区
。同

地
区
の
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
拠
点

に
、
避
難
所
や
被

災
者
の
自
宅
を
訪

問
し
、健
康
相
談

や
健
康
管
理
に
あ

た
り
ま
し
た
。

▲家庭訪問

▲仙台市若林区

▲避難所での血圧測定

候補者氏名 得票数

あべ まもる 6,190

永田 秀一 １万6,600

当日有権者数 4万2,199人

投票総数 2万3,198人

投票率 54.97％

有効投票数 2万2,790人

無効投票数 408人

開票結果（敬称略、届出順）22時2分確定

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　  　（４月16日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 393件 53,361,719円

市外（島内） 52件 7,201,000円

市外（島外） 232件 28,654,940円

合計 677件 89,217,659円

詳細は市のホームページで掲載しています

ふ
る
さ
と
納
税

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

選挙結果

東
日
本
大
震
災
は
人
ご
と
で
は
な
い

▲市内16か所に設
置された義援金箱

㈱
パ
イ
オ
ニ
ア
か
ら
１
０
０
万
円
寄
附

　

遊
戯
機
器
メ
ー
カ
ー
の
株
式
会

社
パ
イ
オ
ニ
ア（
本
社 

東
大
阪
市
）

が
、
福
良
に
淡
路
工
場
を
開
設
し

て
今
年
４
月
８
日
で
７
年
目
を
迎

え
た
こ
と
か
ら
、
市
に
１
０
０
万▲寄附金を手渡す野口三次社長（右）

　

災
害
時
で
の
地
域
防
災
を
支
え

る
消
防
団
の
活
動
は
ま
す
ま
す
重

要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

消
防
団
員
の
ほ
と
ん
ど
が
被
雇
用

者
と
い
う
現
状
の
な
か
、
い
ざ
と

い
う
時
の
団
員
の
出
動
や
活
動
で

は
、
勤
め
先
の
会
社
や
事
業
所
の

理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
総
務
省
消
防
庁
で
は

「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」

を
導
入
し
て
お
り
、
こ
の
た
び
、

三
洋
エ
ナ
ジ
ー
南
淡
㈱
（
賀
集
）

が
認
定
さ
れ
、
４
月
６
日
、
表
示

証
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
社
は
、
す
で
に
、
平
成
21
年
度
、

島
内
３
市
の
消
防
団
と
淡
路
広
域

消
防
で
構
成
す
る
淡
路
地
区
消
防

協
議
会
か
ら
、
協
力
事
業
所
の
認

定
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

同
社
で
は
、
従
業
員
約
９
５
０

人
中
、
約
２
０
０
人
が
消
防
団
に

入
団
し
、
活
動
し
て
お
り
、
火
災

時
の
出
動
は
、
公
休
（
有
給
）
扱

い
と
な
る
な
ど
、
消
防
庁
の
協
力

事
業
所
認
定
基
準
に
適
合
し
て
い

る
こ
と
か
ら
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
を
中
心
に

地
域
で
助
け
合
い
冷
静
に
行
動
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
早
急
に
進
め
、
点

検
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者

や
障
害
者
、
子
ど
も
や
寝
た
き
り
の

方
な
ど
、
誰
が
誰
を
助
け
ど
う
逃
げ

る
か
、
避
難
所
や
必
要
資
材
、
備
蓄

は
ど
こ
に
あ
る
か
、
細
か
な
と
こ
ろ

を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
役
所
と
し
て
最
も
重
要
で
積
極

的
に
進
め
て
き
た
防
災
対
策
を
再
度

検
証
し
、
特
に
津
波
の
心
配
が
大
き

い
福
良
・
阿
万
・
灘
・
沼
島
・
阿
那
賀
・

丸
山
・
湊
・
松
帆
地
区
自
治
会
を
は

じ
め
、
重
責
を
担
う
消
防
団
や
自
主

防
災
組
織
と
共
に
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
、
避
難
路
等
を
見
直
し
、
迅
速
に

確
実
に
機
動
で
き
る
よ
う
努
力
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
地
域
の
絆
を
強

め
、
是
非
と
も
大
災
害
を
想
定
し
た

個
々
の
行
動
計
画
を
積
極
的
に
組
み

立
て
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▲中田市長より４月11日、市役所中央庁舎で辞令交
付を受ける県からの派遣チーム（４人）

収
税
課

に
あ
た
っ
て
、事
前
に
「
下
見
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
上
の
画
像
で
は
分
か

り
に
く
い
点
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
公
売
に
出
る
物
品
を
実

際
に
確
認
で
き
る
唯
一
の
機
会
で

す
。
こ
の
機
会
に
是
非
、
お
立
ち

寄
り
下
さ
い
。

▽
日
時　

５
月
30
日
（
月
）

　

午
前
12
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

三
原
市
民
セ
ン
タ
ー

※
な
お
、公
売
物
品
に
つ
い
て
は
、

ヤ
フ
ー
の
「
官
公
庁
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
」
の
サ
イ
ト
で
５
月
26
日

（
木
）
よ
り
閲
覧
が
可
能
で
す

県
か
ら
個
人
住
民
税
等
整
理
回
収
チ
ー
ム
を
受
入
れ

問
収
税
課
☎
43
・
５
０
３
４

円
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
４
月
15

日
、
野
口
三
次
社
長
か
ら
「
南
あ

わ
じ
市
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
。」
と
中
田
市
長
へ
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
ご
寄
附
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、

県
の
専
門
職
員
（
４
人
）
の
派
遣

を
受
け
入
れ
て
、
税
の
徴
収
率
向

上
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

受
入
期
間
は
４
月
か
ら
来
年
３

月
末
ま
で
。
県
の
指
導
や
助
言
を

受
け
な
が
ら
共
同
で
の
対
応
や
滞

納
整
理
の
事
案
に
取
り
組
み
、
県

と
市
が
合
同
・
連
携
し
て
徴
収
率

向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
物
品
の

「
下
見
会
」
を
開
催

　

市
税
の
滞
納
処
分
に
よ
り
、
差

押
え
た
動
産
を
換
価
す
る
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
」
を
実
施
す
る

◆
被
災
地
へ
の
義
援
金

　

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
を
受
け
た

被
災
者
の
復
興
支
援
の
た
め
、
義

援
金
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

義
援
金
総
額
※
４
月
15
日
現
在

　

１
８
２
４
万
９
９
１
１
円

❶
個
人
・
団
体　

２
０
９
件

　

１
４
４
９
万
２
４
３
３
円

❷
義
援
金
箱
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の

　

３
７
５
万
７
４
７
８
円

問
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
44
・
３
０
０
７

▲市消防団の出口智康団長（左）から表示証の伝達を
受けた三洋エナジー南淡㈱の前川治充部長（中央）

市政ひろば




